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世界の情報交換網として］851（嘉永4)年ドー
バー海峡に海底ヶープルが敷設，実用化されて
から 1913（大正2) 年ころまでの間に英国など
によって世界の悔袢に多くの汁剥底ケープルが張
りめぐらされて利用されていました。
その後， 1914（大正3)年ころから長波による
距離無線通信が飛躍的に発展，我が国でも
I 925（大正 14)年にはそれまでの火花式送信機
から真空管式となり，大電力の国際通信が始ま
りました。
我が国と外国間で短波送信機を初めて公衆通
に使用しましたのは 1927（昭和2)年末から
で1928（昭和3)年12月から愛知県依佐美送
所（現所長大西良隆氏：昭和31年電波通信学科
卒）で対欧通信を開始，同送信所の記録では 19
29（昭和4)年4月15目よりドイツ，フランス及び
ボーランドとの間で日本で初めて最新式の而軍
殷短波送信機による大電力の対外通信が始まり
ました。このようにして 1925（大正 14)年ころ
から技術的に発達してきました短波通信が而底
ケープルの権益が極めて少ない我が国ではもっ
ぱら利用されるようになりました。
モールス符号を使用して情報の伝送をする方
法に海上移動業務などで行う手送り通信と機械
ですべてを処理する自動通信などがありますが，
いずれを選ぶかは技術及び運用できまってきま
す。手送り通信では本学元教授市川武夫先生
（故人）が和文モールス符号を 1分間 140字位の
速さで送信しておられたことを覚えていますが，
まさに神業といえますへ自動通信では 1分間何
もの高速度で情報交換を行うことができる
回線に使用しますので，送信側は 2単位符号を
・あらかじめ紙テープに鑽孔する必要があります。
この鑽孔をする機器として甲種鑽孔器 (PERF
ORATOR)と写真のようなクラインシュミット
鍵盤鑽孔機 (KLEINSCHMIDTKEY-BOA 
RD PERFORATOR)があります。 この機械
は規模の大きい国際通信を行う電信局などで使
用され，欧文叉は和文用がありいずれもタイプ
ライター型で押ボタンによって必要な符号が一
挙動で鑽孔できます。 41個の押ボタンの中にはア
ルファベット又はアイウエオ及び数字とCOMB
があって必要なすべての符号をテープに鑽孔します。
本学前身校からのモールス符号教育用機器とし
て使用してきましたが，初歩の受信演習では各
符号要素の構成が国際的に定められた関係と著
しく異なるため使用できませんでした。
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